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有機半導体薄膜の特性は，基板や電極面に対する分子の配向に大きく依存する．そのため，分

子配向の制御は有機電子デバイスを開発する上で極めて重要な課題となっている．これに関連し

て我々は，「塗布熱変換法」と呼ばれるプロセスで成膜したテトラベンゾポルフィリン（BP）お

よびその誘導体について，薄膜中の分子配向に関する独自の検討を進めてきた．塗布熱変換法と

は，可溶性前駆体を塗布したのちに加熱して目的分子に変換するものであり，例えば BPは CPと

呼ばれる前駆体から成膜することができる（Fig. 1）．この手法により，BPのように難溶な高結晶

性材料を塗布プロセスで取り扱うことが可能になるとともに，加熱温度・時間などの反応条件を

パラメータとする，新たな薄膜構造制御への展開も期待される． 

これまでの検討では，BPとジケトピロロピロール（DPP）の連結化合物，Cn-DBD，-BDBおよ

び -BD を，対応する CP 型前駆体から塗布熱変換法で

成膜し，アルキル鎖長や BP／DPPユニット比の違いに

より分子配向が大きく異なることを見出した（Fig. 2）

[1,2]．そこで今回は，分子配向の違いが生じる要因を探

るため，赤外 p偏光多角入射分解分光（pMAIRS）法お

よび二次元微小角入射 X線散乱（2D-GIWAXS）法を用

い，熱反応の過程で分子配向がどのように変化するか

を評価した．その結果，前駆体分子では CPおよび DPP

ユニットが，それぞれ face-on型および edge-on型と異

なる配向をとることが明らかになった．熱反応後の分

子配向は，各ユニットの動きやすさに応じて face-onも

しくは edge-on が選択的に増強されたものと考えられ

る．発表では，上記の測定結果および考察の詳細に加

え，電荷キャリア移動度の評価結果についても述べる． 
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